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の「おれは老人ではない」という言葉に象徴され
ているように，ある程度年齢で区別はできるけれ
ども，高齢者の中にもバラツキがある。そのばら
つきを前提とした対策，具体的にはハンデイ
キャップがあるなしに対応した対策をとるべきで
あろうと考えられます。
たまたま昨年の 9月にウィリアム. G.ベル教
授(フロリダ州立大学の老人交通の権威)をお呼
びしたときに，いろいろ言首していましたら，ヨー
ロッパでは，スペシャル・トランスポート・サー
ビス(障害者・高齢者のための交通サービス)と
いうのがありますが，それに対しての基準はあく
までもハンデイキャップがあるかどうかであって，
年齢ではない。だから高齢者の対策は，逆に言え
ばハンディキャップ者対策である。ハンデイ
キャップがなければ対策は要らないんだという考
え方が， ヨーロッパにはあります。ただしヨー
ロッパの場合は，高齢者に対して経済的な対策
(補助，割引，パス等)は行なっています。
アメリカの場合は，元気な高齢者も障害者と同
等にスペシャル・トランスポート・サービスで，
リフトつきなどの特別な輸送システムを使うよう
になっています。アメリカは高齢者のパワーが強
いからだそうです。
(3) 安全対策とモビリティ対策
対策の 2点目は，移動と安全対策を同時に行う
必要があるだろうと言うことです。安全対策だけ
を強調したものの典型が歩道橋です。確かに車か
ら歩行者の安全は保たれましたが，階段の昇降は
大変なもので若い人もほとんど使いません。安全
対策とモピリティ対策の双方を考えた対策が必要
です。
① 設計基準をハンデイキャッフ。を持つ人に合
わせること
大量輸送交通機関(パス，鉄道等)のパリ
ヤー・フリー・デザイン(障壁を無くす設計のこ
と)，要するに段差をなくすような設計が必要で
あることです。我々は過去の人が作り上げた都市
の遺産の中に生きているわけです。過去の人は，
Mr.アベレッジ(ごく平均的な人)を対象として
設計しています。したがって，ハンディキャップ
を持つ人はその利用において困難を伴う人が多く，
段差を無くすなどの配慮した設計がここでは必要
になってきます。言い換えれば Mr.アベレッジ
(ごく平均的な人)ではなく，ハンデイキャップ
を持つ人に合せた設計の基準として考えることに
あります。これについては，東京都の技術指針に
ある程度盛り込まれています。
② スペシャル・トランスポート・サービスを
運行すること
第2点目は，パスとか鉄道が使えない人に対し
て如何するかと言うことです。 STサービス(ス
ペシャル・トランスポート・サービス)が必要と
なります。 STサービスとは， 日本語では「特別
な交通システム」と呼んでいますけれども，もう
少し具体的に言えば， リフトっきの車車両で送迎を
するもので，いってみればタクシーにリフトがつ
いたようなものと考えていただいて結構です。ア
メリカではパラ・トランジットと呼んでいます。
そしてすでにアメリカ，カナダ，スウェーデン，
英国では STサービスに相当のエネルギーを割い
ています。
③ 移動に関する経済的補助
3点目の対策は交通費の補助です。現在日本で
やっているのは，老人割引パス，あるいは障害者
にはタクシー券などを出しています。イギリスの
場合には MobilityAl10wance (移動手当)として
1カ月に， 1981年当時で3万円近くでしたけれど
も，今はレートが変わりましたので 2万3000-
4000円ぐらい支給されています。日本ではこのよ
うに現金で直接支給する交通費の補助がありませ
んが，様々なタイプの現物支給(パスパス，タク
シー券，税の減免など)を実施しています。
(3.4) 福祉部局と交通部局の相互乗り入れ
そのほかにもさまざまな交通システム，スペ
シャル・トランスポート・サーピスが，イギリス
では試みられていますけれども，我国ではきわめ
て少ない。その規模も小さい。日本の STサーピ
スは必要にせまられて運行してきたわけですが，
残念ながら，福祉の専門家ではあっても，交通の
専門家でないものですから，交通のことについて
よくわからない福祉部局の人が手をつけざるを得
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ないということがあります。私はたまたま交通計
画を専門として，障害者の交通ということもやっ
てきましたけれども，技術的にもある程度交通の
基礎が，このスペシャル・トランスポート・サー
ビスを組む上でも必要かと思われます。
このような点が，大きな意味での今後の対策で
す。その他もろもろありますけれども，きょうは
30分という時間ですので これで割愛させていた
だきます。
